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特定非営利活動(NPO)法人

たすけあいの会

ふれあいネットまつど

TEL：346-0866／FAX：346-2068

大震災による影響が私たちの生活や活動にも様々な形で出ています。本会では、「困ったときはお

互いさま」のたすけあいの会として、こういう困難な時こそ会員の力を寄せ合って、安全に乗り切って

いきたいと思います。とりわけ手助けを必要としている高齢者・障がい者（児）の利用会員・利用者の

求めにできうる限り応えていくことに、協力会員皆さまのお力添えをお願い申し上げます。

協力会員の皆さまに活動を継続していただく上で、この大震災・計画停電等への本会の対応につ

いて、以下の注意・お願いを致します。ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

なお、同じ内容について、利用会員・利用者には、３月１４日付で文書での連絡をしました。

１．１．ふれあいサービス・介護保険サービス・障害福祉サービスは、状況の急激な変化のない限り、

   安全に配慮して、通常通りの活動を行います。以下の点に注意して、活動にご協力ください。

１．① 余震活動等で活動上の安全が確保できない恐れがある場合は、予定の活動を中止していただくよう

事務局より連絡をします。連絡のない場合は、予定通りの活動を行ってください。

② 活動を始める前、その途中で安全に活動ができないと協力者ご自身が判断をされた場合は、事務局

に連絡し、指示を確認した上で、利用者の安全確保を優先して活動の中止、回避等の措置を取ってく

ださい。通信不能・緊急の場合は安全を優先して、協力者自身の判断で中止・回避等適切な行動をお

願いします。その際は、必ず事後に事務局にご報告ください。

③ 協力者の車のガソリンが調達できないため、サービスが困難と判断される場合は、必ず前日までに事

  務局へご連絡ください。その場合、会の福祉車両を代替使用してご協力いただけると有り難いです。

２．道路等での渋滞が激しくなっています。車を使っての移動サービス・移動支援サービスでは、

普段より余裕・注意を払った運転を行うようにしてください。

① 予定時間に間に合わせようと慌てることのないよう、ゆとりを持った出発などの出発・運行を行い、計

画停電等での信号不能による事故の場合にも注意して、いつも以上の安全運転を行ってください。

② 利用者には、道路渋滞等の現状から当初の予定より遅れる場合があることをご了解いただくよう 3 月

１４日付でお願いをしてありますが、予定時間に遅れることが予想される場合は、車を必ず停車させた

上で、携帯電話・メール等で事務局にご連絡ください。

３．全てのサービスの終了後、1 回ごとに「終了報告」を必ず行ってください。

① 大震災の影響のある間は、何回かのサービスをまとめて終了報告をするのでなく、連続してサービス

を行う場合であっても、安全を確認するために、サービス 1 回終了ごとに「終了報告」をしてください。

その際、道路渋滞等の情報もお寄せいただけると運行計画を手直しする上で助かります。

４．計画停電等で固定電話・FAX が通じなくなる時間帯があり、その時間帯も毎日変わります。

事務局への連絡はご面倒でも、以下のようにお願いします。

① 松戸市内の計画停電グループは、第 1 グループと、第 5 グループに入ります。事務所は第 1 グループ

になります（計画停電の時間帯は報道等でご確認ください）。

② 計画停電中は、事務所の固定電話・FAX は不通になります。固定電話・FAX が不通の場合は、次の

携帯電話にご連絡ください。  ◎ 携帯電話 ⇒ 090-1534-3750 または、090-2742-1236  

＊上記携帯が不通の場合は、メール（携帯電話からでも OK です）でお願いします。 ⇒ fnm2011@r4.dion.ne.jp
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東日本大震災のお見舞い及び救援義援金ご協力のお願い
      2011 年 3 月 15 日  特定非営利活動法人 たすけあいの会 ふれあいネットまつど 理事会

このたびの大震災により被害を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。また、被災地におい

て私たちと同じ、たすけあい活動を行っている NPO 等の市民団体の皆さまのご奮闘に敬意を表し、くれぐれ

も健康に留意され、一日も早く復旧されますことを心よりお祈り申し上げます。

  本会では、この未曾有の震災に対して、被災にあわれた方々、救援活動に奮闘されている NPO 等市民

団体への救援義援金募集に取り組みます。会員の皆さまには本趣旨にご理解をいただき、ご協力をお願い

申し上げます。昨日、ミニバザー委員会（担当：森田トミエ理事）より、今年度の取り組みで得た収益金より

30,000 円をこれに充てることを決定した旨のご報告をいただきました。第1 次分として、市民福祉団体全国協

議会（市民協＝全国のたすけあい活動を支援する団体）を通じて被災地の NPO 等市民団体へ届けることに

しました。今後会員の皆さまより寄せられた救援義援金については、第２次分として被災地の皆さま方に届

ける予定です。よろしくお願い申し上げます。

■ 受付方法 ： ① 事務所へご持参いただく ② 郵便局振替口座へ振込（加入者名：特定非営利活動法人ふれ

あいネットまつど番号：00120-0-445452）＊必ず通信欄に「東日本大震災」と明記してください。

■ この件でのご連絡・ご相談窓口 ： 047-346-2052 （担当：佐久間副代表・森田理事）

島田喜七会代表を囲んで、新福祉車両を背景に記念写真

3 月 4 日（金）、日本財団より助成さ

れた福祉車両のお披露目を兼ね

た、3 月度会員定例会を開催し、皆

で試乗を行ない、愛称名を「えがお

号」にすることを決定。喜びあいま

した。この会には 18 人の会員が参

加しました。この新福祉車両が加

わったことで会の福祉車両は 4 台

に。今後の運用・活用方法等は皆

さんの意見を聴きながら第 6 回理

事会で検討することになっていま

す。 費用総額の 1/4 の自己負担

金 577,990 円については、会員 9１

人（団体）から寄せられた特別カン

パ（寄付金）で賄うことができまし

た。ありがとうございました（最終

金額は総会で報告します）。

新福祉車両「日産NV200バネット」の仕様

搭乗人員：運転手を除き、３名・車椅子２台（電動車椅子は１台）

後部より、スロープ・ワイヤ牽引にて車椅子搭乗（今までの福祉車両と同一）

付添者は、助手席と後部席２席（サイド・スライドドア・ステップ付き）

総排気量 1600 ㏄/後輪駆動/4 速 AT

    

■ 会場 ： 小金市民センターホール  ■ 時間 ： 5 月 28 日（土） 午前 9 時半～正午（予定）

◎ 本会の 2011（平成 23）年度の活動計画・予算等を検討決定する会員の最高の意思決定機関です。召

集状・議案書を5月14日（土）までに送付します。ご出席いただけるよう予定に入れておいてください。

お
知
ら
せ

◎ 2月活動分の謝金・給与のお支払いは、3月25日（金）午後よりとなります。

◎ 2011（平成23）年度会費のご納付は、3月31日（木）までにお願いします。


